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【論文内容の要旨】 
 本論文は、副詞「もう」「まったく」「ちょっと」を取り上げ、文学作品から収集した実例に基づいて、明治期
と現代（2000 年以降）の両時期における使用実態を調査したものである。現代では、これらの副詞において、一
語文としての発話が可能になる感動詞的用法が増加していることを明らかにした上で、この感動詞的用法におけ
る「もう」「まったく」「ちょっと」の共通点と相違点を考察している。 
 第一部（第１章）の序論では、品詞論的に副詞と感動詞が近い関係にあるという観点から先行研究を精査し、
従来の研究において手薄であった、副詞としての基本的用法から感動詞的用法が派生していくプロセスを追求す
ることが本論文の目的であると述べる。 
 本論となる第二部は３章より成り、まず第２章では、類義形式「既に」との比較対照を行いつつ、多義的な副
詞「もう」を取り上げる。事態の実現後を表すという時間的意味を表す副詞用法では、文体差を問わないとすれ
ば、類義形式「既に」との言い換えが可能であるが、「既に」とは異なって、発話者の評価感情が前面化された、
くだけた会話文で使用されやすい「もう」の方に、感動詞的用法が派生すると述べる。第４章では、類義形式「全
然」との比較対照を行いつつ、「全然」に比べ使用範囲が広い「まったく」の方に感動詞的用法が派生しているこ
と、この用法は明治期には見られなかったものであることを指摘する。第５章では、程度・量を表す副詞「ちょ
っと」を取り上げ、類義形式「少し」と比較対照しつつ、発話者の評価感情が前面化されるくだけた会話文で使
用される「ちょっと」の方に感動詞的用法が派生すること、明治期では、相手への呼びかけという機能しかなか
ったが、現代では否定的な評価感情を伴う用法が増加していることを示す。 
 第三部の結論では、まとめとして、構文論的観点及び語用論的観点から、現代になって増加している感動詞的
用法の比較対照を行い、発話者の否定的評価感情を表す点で共通しつつ、発話場面における聞き手の存在の有無、
発話者の肯定的評価感情の有無、くだけた会話での使用に限定されるか否かという点では異なっていることを指
摘する。今後の課題としては、主として、①品詞論的な観点からの理論的考察、②多様なジャンルからの用例調
査、③他言語との比較対照、④分析対象の網羅性が残されていると述べている。 
 
 
【論文審査の結果の要旨】 
 本論文は、小説という限られたジャンルに留まってはいるが、また、分析対象とした副詞も限られたものとな
ってはいるが、実例を丹念に収集し、量的、質的な観点からの共時的分析、ならびに明治期と現代（2000 年以降）
の使用実態の比較対照を行った労作である。従来の研究でも、「もう」「まったく」「ちょっと」に感動詞的用法が
あることは指摘されていたが、個別的な指摘に過ぎなかった。本論文の功績は、本来的用法では全く異なる意味・
機能を有する複数の副詞が、現代になって、発話者の否定的評価感情を表す点で共通性をもつ感動詞的用法を発
達させている事実を明らかにした点にあると言えよう。分かりやすく整理された論文構成になっているとともに、
論述のし方も慎重であり、類義形式との比較を含めて可能な限り体系的に記述しようとした点も評価できる。 
惜しむらくは、現象の記述に留まり、なぜそうなっているのかについての理論的説明が十分ではないと思われ
る。どのような言語においても副詞の体系的記述は難しいものがあるが、品詞の転成論や文法化（主観化）の問
題を踏まえた理論的考察を深めていくことが今後の課題であろう。具体的には、①副題に「感動詞的用法の派生」
とあるにも関わらず、実際の分析においては用法の分類に留まり、出発点的な意味・機能から段階を踏んで新た
な用法が派生していくプロセスを捉えきれていないこと、②用例分析の浅さがあることから、感動詞的用法にお
ける共通点についても否定的評価感情といった分析に留まり、出発点的な意味・機能と相関させた否定的評価感
情のタイプ化についての具体的分析ができていないことが挙げられる。 
本論文は、このような未完成な部分を多く残してはいるが、部分的な用例だけに基づく安易な解釈を許さない
興味深い事実を提示し、今後開拓していくべき沃野を提起した点で積極的評価が与えられるものとなっている。 
分析対象となる副詞の範囲を広げることによって、著者の母語である韓国語との比較対照が行えるようになる可
能性を有した論文となっていることから、今後は共時的ならびに通時的観点による韓国語との比較対照に期待し
たい。 
よって、本論文を、博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 
